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【主な内容】
1面　9月議会のもよう／
 墨田区議会の新型コロナウイルス感染症対策／
 初のオンライン会議を開催
2面　代表質問（自民党・公明党）
3面　代表質問（共産党）／政務活動費について
4面　一般質問（6人）
5面　一般質問（3人）／特別委員会の活動
6面　常任委員会の活動
7面　常任委員会の活動／意見書
8面　議決議案等の審議結果／
 決算を審査しています／
 今後の会議日程（予定）

区議会だよりHP

　
墨
田
区
議
会
は
、
令
和
2
年
度
定
例
会
9
月
議
会
を
9
月
9
日
か
ら

9
月
30
日
ま
で
の
22
日
間
に
わ
た
っ
て
開
き
ま
し
た
。

9
月
9
日
　
本
会
議

　
自
由
民
主
党
・
令
和
、
公
明
党
及
び
日
本
共
産
党
が
、
そ
れ
ぞ
れ
会

派
を
代
表
し
て
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
10
日
　
本
会
議

　
5
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
11
日
　
本
会
議

　
4
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
議
員
提
出
議
案
「
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議

会
議
員
補
欠
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
」
の
提
案
説
明

が
あ
り
、
原
案
ど
お
り
加
納
進
議
員
を
推
薦
す
る
こ
と
を
可
決
し
ま
し

た
。

　
次
い
で
、
区
長
提
出
議
案
16
件
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
所
管
の
各
常

任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
区
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
陳
情
2
件
に
つ
い
て
も
、
所
管
の
各

常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

9
月
15
日
・
17
日
・
23
日
・
24
日
　
各
常
任
委
員
会

　
本
会
議
で
審
査
を
付
託
さ
れ
た
議
案
・
陳
情
に
つ
い
て
、
各
常
任
委

員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。

9
月
30
日
　
本
会
議

　
区
長
提
出
議
案
16
件
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
が
あ

り
、
日
本
共
産
党
の
議
員
が
討
論
を
行
っ
た
後
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
陳
情
1
件
の
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
が
あ
り
、
採
択
と

し
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
区
長
か
ら
令
和
元
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
が
提
出
さ

れ
た
た
め
、
決
算
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
審
査
を
行
う
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
区
長
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
議
案
「
墨
田
区
教
育
委
員
会
委

員
任
命
の
同
意
に
つ
い
て
」
の
提
案
説
明
が
あ
り
、
立
憲
民
主
党
墨
田

区
議
団
の
議
員
が
討
論
を
行
っ
た
後
、
原
案
ど
お
り
阿
部
博
道
氏
の
任

命
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
議
員
提
出
議
案
「
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減

措
置
の
継
続
に
関
す
る
意
見
書
」
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

初のオンライン会議を開催しました新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでいます

　墨田区議会では、新型コロナウイルス感染症対策を行いながら議会運
営に努めています。主な取組は以下のとおりです。
1　「墨田区議会新型コロナウイルス感染症対策支援本部」の設置
　 　「墨田区新型コロナウイルス感染症対策本部会議」の決定事項等に
ついて、本部長（議長）から副本部長（副議長）及び本部員（議員）
へ情報提供するとともに、本部員等の健康状況の確認を行っています。
2　会議における対応
　⑴　出席者のマスク着用
　⑵　入室時におけるアルコール消毒剤による手指消毒の実施
　⑶ 　換気のため会議中は全ての出入口の扉の開放、会議室内へのサー
キュレーターの設置

　⑷ 　会議時間１時間を目安に休憩
3　傍聴者への協力要請
　⑴  　入場時におけるアルコール消毒剤
による手指消毒及び検温

　　※ 37.5度以上の発熱や咳などの自覚
症状のある方、体調の優れない方
については、傍聴の自粛をお願い
しています。

　⑵ 　傍聴人受付簿への氏名、住所及
び電話番号の記入

　⑶　マスク着用

　9月28日に、新型コロナウイルス感染症対策のために設置している
「新型コロナウイルス感染症対策支援本部」の連絡調整会議（非公式）
を、初のオンライン方式で開催しました。
　この取組は危機的状況下における対応の一環として試行的に実施し
たもので、当日は、本部長である樋口議長の進行の下、質疑応答・意
見交換を行いました。
　今回の実施結果は、議会改革特別委員会運営協議会で検証し、オン
ライン会議の調査・検討及び今後の新型コロナウイルス感染症対策と
して、議会活動の業務継続の取組に活用していきます。

傍聴時にはご協力をお願いします オンライン会議を進行する樋口議長（左）と参加する議員（右）

子
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子
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決
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本会議最終日（採決のようす）
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代表
質問

区
政
を
問
う
！

令
和
3
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的
な

考
え
方
を
問
う

坂
井
ひ
で
あ
き

自
由
民
主
党
・
令
和

問

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に
よ
り
経

済
活
動
が
停
滞
し
て
お
り
、
今
後
が

見
通
せ
な
い
状
況
で
あ
る
。
平
成
20
年
の
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
は
、
日
本
経
済
に
も
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
本
区
の
平
成
21
年
度
の

財
政
調
整
交
付
金
は
、
予
算
額
よ
り
も
50
億

円
の
減
収
と
な
っ
た
。
こ
の
傾
向
は
平
成
23

年
度
ま
で
続
き
、
2
年
間
で
約
1
0
0
億
円

の
基
金
の
取
り
崩
し
を
行
っ
た
。
今
回
の
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

時
以
上
と
予
測
さ
れ
、
本
区
の
財
政
調
整
交

付
金
の
大
幅
減
少
を
懸
念
す
る
が
、
現
時
点

で
の
見
込
み
を
伺
う
。
大
変
厳
し
い
歳
入
環

境
の
中
、
必
須
の
行
政
需
要
に
対
応
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
状
況
だ
が
、
令
和
3
年
度
予

算
編
成
で
は
、
予
算
規
模
を
維
持
す
る
の
か
、

縮
小
す
る
の
か
方
針
を
伺
う
。
維
持
す
る
な

ら
ば
、
基
金
の
取
り
崩
し
、
区
債
残
高
目
標

値
の
考
え
方
、
財
源
確
保
等
は
ど
う
考
え
る

の
か
。
ま
た
、
区
の
予
算
編
成
見
積
り
に
つ

い
て
の
依
命
通
達
で
は
、
経
常
的
経
費
は
一

律
マ
イ
ナ
ス
5
％
と
し
、
加
え
て
、
新
た
な

日
常
の
観
点
か
ら
の
事
業
の
縮
小
・
廃
止
等

を
求
め
て
い
る
が
、
こ
の
効
果
と
考
え
方
を

伺
う
。

答

来
年
度
の
交
付
金
の
見
込
み
は
現
時

点
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

が
、
今
後
行
わ
れ
る
令
和
3
年
度
に
向
け
た

財
調
協
議
の
動
向
を
見
極
め
て
、
予
算
編
成

に
当
た
る
。
財
政
調
整
交
付
金
は
、
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
時
の
状
況
を
考
慮
す
る
と
、
大

幅
な
減
収
が
予
想
さ
れ
、
特
別
区
民
税
も
収

入
動
向
が
不
透
明
で
あ
り
、
極
め
て
厳
し
い

財
政
状
況
が
今
後
数
年
継
続
す
る
と
想
定
さ

れ
る
。
財
源
対
策
と
し
て
、
基
金
等
の
活
用

の
み
で
は
減
収
分
の
補
填
に
対
応
で
き
な
い

こ
と
も
考
え
ら
れ
、
予
算
規
模
は
一
定
程
度

の
圧
縮
が
必
要
と
考
え
る
。
一
方
で
、
区
民

の
命
を
守
る
施
策
等
は
、
時
機
を
逸
す
る
こ

と
な
く
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。
来
年
度
予
算

編
成
に
当
た
っ
て
は
、
歳
出
額
の
圧
縮
を
図

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
喫
緊
の
行
政
需
要

に
対
し
、
優
先
的
に
財
源
を
振
り
向
け
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
で
も
持
続
可
能
な
行
財

政
運
営
に
つ
な
が
る
予
算
編
成
と
し
て
い
く
。

な
お
、
財
政
調
整
基
金
や
区
債
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
現
時
点
で
目
標
金
額
等
は
申
し
上

げ
ら
れ
な
い
が
、
数
年
後
の
財
政
負
担
等
も

考
慮
し
な
が
ら
、
予
算
編
成
の
中
で
検
討
し

て
い
く
。

生
活
必
須
職
従
事
者
へ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
等
に
つ
い
て

問

①
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
段
階
に

応
じ
た
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
早
急

に
墨
田
区
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の
見

直
し
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
②
誰
も

が
新
型
コ
ロ
ナ
に
感
染
し
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
あ
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同

時
流
行
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
活
必
須
職
従
事
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
に
対

応
す
る
指
導
方
針
で
あ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

示
す
べ
き
だ
が
、
見
解
を
伺
う
。

答

①
既
存
B
C
P
を
見
直
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
対
応
し
た
暫
定
版
を
今
年
度

中
に
作
成
予
定
で
あ
る
。
②
国
の
方
針
等
で

各
関
係
団
体
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
一
部
業
種
に
つ
い
て

区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
れ
を
紹
介
し
て
お
り
、

各
部
署
で
は
、
必
要
な
支
援
等
を
し
て
い
る
。

今
後
も
状
況
に
応
じ
て
対
応
し
、
各
業
種
別

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
周
知
し
て
い
く
。

中
止
と
な
っ
た
小
・
中
学
校
で
の
課
外

学
習
の
代
替
案
に
つ
い
て

問

中
学
校
の
職
場
体
験
や
小
学
校
の
校

外
学
習
等
が
3
密
を
避
け
る
た
め
、

例
年
ど
お
り
行
え
な
い
状
況
で
あ
る
。
①
職

場
体
験
の
代
替
と
し
て
効
果
的
な
取
組
を
各

学
校
で
共
有
し
、
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

ほ
し
い
。
②
例
年
、
複
数
校
が
見
学
先
と
し

て
い
る
施
設
等
に
は
、
教
育
委
員
会
が
あ
る

程
度
の
下
交
渉
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

答

①
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

の
た
め
職
業
体
験
は
中
止
し
た
。
そ

の
代
替
と
し
て
、
多
く
の
学
校
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
た
調
べ
学
習
を
計
画
し

て
い
る
。
効
果
的
な
取
組
は
各
学
校
間
で
情

報
共
有
し
て
い
く
。
②
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

教
員
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
例
年
見
学

先
と
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
、
校
長
会
と

も
連
携
し
て
、
各
学
校
か
ら
の
意
向
に
沿
っ

た
対
応
を
行
う
よ
う
交
渉
し
て
い
く
。

問

40
か
所
の
水
害
時
避
難
場
所
の
行
政

側
の
人
員
配
置
計
画
と
、
次
の
災
害

に
備
え
た
区
の
考
え
方
は
。

答

水
害
時
避
難
場
所
に
配
置
す
る
職
員

数
は
、
1
か
所
当
た
り
5
名
を
予
定

し
て
い
る
。
課
題
の
解
決
を
は
じ
め
、
備
蓄

物
資
の
充
実
等
、
引
き
続
き
拠
点
会
議
の

方
々
と
連
携
し
て
対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

問

①
墨
田
区
木
造
住
宅
耐
震
改
修
促
進

助
成
条
例
に
規
定
す
る
緊
急
対
応
地

区
内
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
に
建
築
確
認

申
請
を
行
っ
た
木
造
準
耐
火
以
上
の
建
築
物

は
4
1
0
棟
だ
が
、
こ
の
中
で
老
朽
建
築
物

か
ら
の
建
て
替
え
が
何
棟
あ
っ
た
か
等
の
詳

細
な
デ
ー
タ
は
な
い
。
こ
う
し
た
デ
ー
タ
を

収
集
し
、
今
後
の
木
密
地
域
不
燃
化
10
年
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
た
め
に
活
用
す
べ
き
。

②
小
・
中
学
校
に
あ
る
防
災
備
蓄
倉
庫
は
、

40
校
中
21
校
が
1
階
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

緊
急
対
応
策
と
し
て
、
排
水
処
理
能
力
を
超

え
た
雨
水
出
水
（
都
市
型
水
害
）
の
発
生
に

備
え
、
防
災
備
蓄
品
等
は
直
接
床
置
き
せ
ず

棚
に
上
げ
た
り
、
雨
水
流
入
防
止
板
を
設
置

す
る
な
ど
、
設
置
状
況
等
を
改
め
て
確
認
し
、

対
応
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

③
台
風
や
豪
雨
、
豪
雪
な
ど
に
よ
る
被
害
が

想
定
さ
れ
る
際
の
ご
み
収
集
、
資
源
回
収
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
若
し
く
は
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
早
急
に
作
成
す
る
よ
う
求
め
る
。
④
地
図

の
電
子
化
を
進
め
、
優
先
順
位
の
高
い
道
路

冠
水
履
歴
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。
⑤
全
て
の
公
共
施

設
を
対
象
と
し
た
建
築
物
定
期
調
査
や
防
火

及
び
建
築
設
備
の
定
期
検
査
な
ど
は
、
業
務

が
広
範
に
わ
た
る
た
め
、
大
き
な
事
業
者
で

な
け
れ
ば
入
札
に
参
入
で
き
な
い
。
入
札
の

適
正
性
を
担
保
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
地
域

単
位
で
仕
分
け
を
し
発
注
す
る
な
ど
小
口
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
協
力

を
得
ら
れ
る
区
内
事
業
者
の
参
入
を
図
る
こ

と
に
つ
い
て
、
区
長
の
見
解
を
伺
う
。

答

①
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
に
事
業
を

推
進
さ
せ
る
た
め
に
、
様
々
な
デ
ー

タ
収
集
と
把
握
分
析
を
行
い
、
建
替
方
策
を

検
討
す
る
な
ど
、
木
造
密
集
市
街
地
の
改
善

に
努
め
て
い
く
。
②
指
定
避
難
場
所
の
防
災

備
蓄
倉
庫
は
、
教
育
委
員
会
や
学
校
と
相
談

し
設
置
場
所
を
決
定
し
て
お
り
、
物
資
の
搬

出
入
等
の
負
担
を
考
慮
し
、
可
能
な
限
り
低

層
階
へ
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
る
。
水
害

発
生
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
食
料
等
の
備

蓄
物
資
を
浸
水
し
な
い
エ
リ
ア
に
移
動
さ
せ

る
。
雨
水
流
入
防
止
板
の
設
置
は
考
え
て
い

な
い
が
、
ラ
ッ
ク
を
設
置
す
る
な
ど
、
可
能

な
限
り
直
接
床
置
き
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
く
。
③
清
掃
作
業
従
事
職
員
等
の
安
全

や
、
公
共
交
通
機
関
の
計
画
運
休
実
施
の
有

無
等
を
総
合
的
に
考
慮
し
た
、
収
集
作
業
の

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
あ
る
い
は
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

の
作
成
を
早
急
に
検
討
し
て
い
く
。
④
今
年

度
、
都
市
計
画
情
報
を
始
め
と
し
た
公
開
型

G
I
S
（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
す

る
予
定
な
の
で
、
こ
れ
に
道
路
の
冠
水
履
歴

も
掲
載
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
閲
覧
な
ど

に
対
応
し
て
い
く
。
⑤
現
在
の
手
法
を
検
証

し
た
上
で
、
次
回
の
入
札
に
当
た
っ
て
は
、

仕
様
書
に
よ
る
業
務
内
容
の
明
確
化
や
既
存

デ
ー
タ
の
提
供
な
ど
と
併
せ
、
区
内
を
中
心

と
し
た
事
業
者
か
ら
の
意
見
等
も
参
考
に
し

な
が
ら
、
参
入
機
会
の
拡
大
に
努
め
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
子
ど
も
の
ネ
ッ
ト
依
存

及
び
ゲ
ー
ム
障
害
の
危
険
性
に
つ
い
て

問

長
時
間
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー

ム
の
使
用
が
習
慣
化
す
る
と
、
ネ
ッ

ト
依
存
や
ゲ
ー
ム
障
害
を
引
き
起
こ
し
、
学

力
低
下
の
み
な
ら
ず
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も

り
等
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
長
期
の
学
校
休
校

や
外
出
自
粛
に
よ
り
、
今
の
小
・
中
学
生
は
、

こ
の
危
険
性
が
か
な
り
高
ま
っ
て
い
る
の
で

は
と
感
じ
て
い
る
。
①
ネ
ッ
ト
依
存
や
ゲ
ー

ム
障
害
に
つ
い
て
、
保
護
者
が
相
談
で
き
る

身
近
な
場
所
は
学
校
で
あ
る
と
思
う
。
心
配

な
保
護
者
が
学
校
で
相
談
で
き
る
よ
う
周
知

し
て
ほ
し
い
。
②
今
年
度
、
小
・
中
学
校
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
S
N
S
の
適
切
な
使
用
に

つ
い
て
一
人
一
人
が
考
え
る
良
い
機
会
だ
と

思
う
。
各
学
校
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
自

身
が
考
え
、
主
体
的
に
使
用
ル
ー
ル
を
作
成

す
る
こ
と
な
ど
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

答

①
児
童
・
生
徒
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

や
ゲ
ー
ム
依
存
に
つ
い
て
心
配
す
る

保
護
者
が
、
担
任
、
学
校
の
養
護
教
諭
等
と

気
軽
に
相
談
で
き
る
こ
と
や
、
必
要
に
応
じ

て
医
療
や
専
門
相
談
の
窓
口
等
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
を
周
知
し
て
い
く
。
②
平
成
27
年

度
に
「
墨
田
区
立
中
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
S
N
S
使
用
ル
ー
ル
宣
言
」
を
策
定
し
、

こ
れ
を
現
在
も
各
学
校
で
活
用
し
て
い
る
。

一
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
す
る

際
に
も
、
こ
の
宣
言
や
「
S
N
S
東
京
ノ
ー

ト
」
を
活
用
し
て
指
導
し
て
い
く
。
ま
た
今

後
、
新
た
な
課
題
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
児

童
・
生
徒
自
身
が
主
体
的
に
考
え
、
必
要
な

ル
ー
ル
等
を
作
る
な
ど
、
各
学
校
で
取
り
組

ん
で
い
く
。

災
害
対
策
及
び
建
築
行
政
に
係
る
施

策
に
つ
い
て

た
か
は
し
の
り
こ

公

明

党

映像配信HP
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お
り
、
今
後
も
科
学
的
な
デ
ー
タ
を
活
用
し

な
が
ら
対
策
を
講
じ
て
い
く
。
文
化
芸
術
の

振
興
は
重
要
と
考
え
て
お
り
、
区
民
や
文
化

芸
術
団
体
の
活
動
支
援
な
ど
の
施
策
等
に
つ

い
て
、
重
要
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、
展
開

し
て
い
く
。
来
年
度
に
墨
田
区
人
権
啓
発
基

本
計
画
を
改
定
す
る
予
定
で
あ
る
た
め
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
等
を
視
野
に
入
れ
た
女
性
の
人

権
問
題
に
つ
い
て
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
に
は
P
C
R
検
査
拡

充
が
不
可
欠
だ

問

我
が
党
は
、
感
染
震
源
地
を
明
確
に

し
て
集
中
的
に
検
査
を
行
い
、
感
染

拡
大
を
防
止
す
る
こ
と
等
を
区
長
に
要
請
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
収
束
に
は
、
P
C
R
検
査

な
ど
の
拡
充
が
不
可
欠
で
、
そ
の
財
政
負
担

を
国
に
強
く
求
め
る
べ
き
。

答

区
で
は
、
重
症
化
し
や
す
い
集
団
が

入
居
す
る
施
設
を
感
染
か
ら
守
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
都
は
、
9
月
補

正
予
算
で
高
齢
者
・
障
害
者
支
援
施
設
等
に

お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
強
化
事
業
を
検
討

し
て
お
り
、
そ
の
内
容
を
注
視
す
る
。

保
健
所
の
体
制
強
化
を
図
る
べ
き

問

①
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
す
る
保
健
所
の

業
務
は
多
岐
に
わ
た
り
、
職
員
の
献

身
的
な
努
力
に
よ
っ
て
現
場
は
支
え
ら
れ
て

い
る
。
職
員
に
は
、
大
き
な
負
担
が
掛
か
っ

て
お
り
、
今
す
ぐ
必
要
な
人
員
を
確
保
し
、

体
制
強
化
を
図
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。
②

新
保
健
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
つ
い
て
、
コ
ロ

ナ
危
機
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
保
健
所
の
役

割
・
位
置
付
け
を
再
検
討
し
、
統
廃
合
計
画

は
見
直
す
べ
き
。

答

①
新
た
に
課
長
級
の
保
健
師
の
下
、

庁
内
の
保
健
師
全
員
を
保
健
予
防
課

兼
務
と
し
、
後
方
支
援
体
制
を
構
築
し
た
。

ま
た
、
増
加
し
た
業
務
へ
の
対
応
と
し
て
全

庁
を
挙
げ
た
応
援
体
制
等
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
必
要
な
対
応
を
図
る
と
と
も
に
、
適

正
な
定
数
管
理
の
下
、
必
要
な
人
員
を
配
置

し
て
い
く
。
②
地
域
の
公
衆
衛
生
を
担
う
保

健
所
と
し
て
の
役
割
を
最
大
限
発
揮
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

計
画
を
見
直
す
考
え
は
な
い
。

問

コ
ロ
ナ
危
機
の
下
、
20
人
程
度
の
少

人
数
学
級
を
望
む
声
が
広
が
っ
て
お

り
、
早
期
実
現
を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
。

答

特
別
区
教
育
長
会
か
ら
都
教
育
委
員

会
に
、
小
学
校
2
年
生
以
降
の
段
階

的
な
35
人
学
級
編
成
へ
の
法
律
改
正
を
国
に

求
め
る
よ
う
要
望
し
て
い
る
。

問

学
校
給
食
費
の
無
償
化
や
助
成
を
行

う
自
治
体
が
全
国
に
広
が
っ
て
お
り
、

本
区
も
無
償
化
に
向
け
て
踏
み
出
す
べ
き
。

答

学
校
給
食
費
の
無
償
化
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
の
多
く
は
人
口
1
万
人

未
満
で
あ
り
、
食
材
費
相
当
の
保
護
者
負
担

は
適
当
で
あ
る
と
考
え
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
収
束

後
の
社
会
の
在
り
方
に
つ
い
て

山
　
下
　
ひ
ろ
み

日
本
共
産
党

問

新
型
コ
ロ
ナ
収
束
後
の
社
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
は
7
つ

の
緊
急
提
言
を
発
表
し
た
。
医
療
や
保
育
従

事
者
等
へ
の
処
遇
改
善
を
は
じ
め
、
命
を
守

る
ケ
ア
に
手
厚
い
社
会
へ
転
換
す
べ
き
。
人

間
ら
し
く
働
け
る
労
働
の
ル
ー
ル
を
作
る
た

め
、
労
働
行
政
の
転
換
を
国
に
働
き
か
け
、

区
の
支
援
策
を
充
実
す
べ
き
。
少
人
数
学
級

の
実
現
な
ど
、
一
人
一
人
の
学
び
を
保
障
す

る
社
会
を
つ
く
る
こ
と
。
危
機
に
ゆ
と
り
を

も
っ
て
対
応
で
き
る
よ
う
、
内
需
と
家
計
、

中
小
企
業
を
経
済
政
策
の
軸
に
据
え
た
強
い

経
済
へ
転
換
す
べ
き
。
科
学
を
尊
重
し
、
国

民
に
信
頼
さ
れ
る
政
治
を
築
く
こ
と
。
文

化
・
芸
術
を
大
切
に
し
、
守
り
育
て
る
施
策

を
進
め
る
こ
と
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
を

つ
く
る
こ
と
。
こ
う
し
た
理
念
を
、
今
後
の

区
政
運
営
に
生
か
す
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

答

医
療
従
事
者
に
は
、
国
等
か
ら
の
給

付
金
を
は
じ
め
、
区
と
し
て
も
、
医

療
機
関
に
対
し
、
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
介
護
、
障
害
福
祉
従
事
者
や
保

育
従
事
者
に
つ
い
て
も
、
賃
金
格
差
解
消
に

向
け
た
改
善
策
や
処
遇
改
善
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
後
も
国
等
の
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

処
遇
改
善
に
努
め
る
。
労
働
の
ル
ー
ル
を
作

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
区
内
事
業
者
の
実
態

に
合
わ
せ
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
就
労
環

境
を
整
え
る
た
め
の
支
援
を
充
実
し
て
い
く
。

中
小
企
業
施
策
を
軸
に
し
た
産
業
振
興
施
策

は
、
本
区
が
最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
ん

で
き
て
お
り
、
今
後
と
も
支
援
策
を
積
極
的

に
行
い
、「
産
業
振
興
を
通
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
推
進
す
る
。
区
は
、
区
内
の
疫
学
情

報
等
を
逐
一
把
握
し
、
対
策
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
ま
た
、「
区
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

で
、
数
値
等
を
用
い
な
が
ら
直
接
発
信
し
て

映像配信HP

統廃合予定の向島保健センター

政　務　活　動　費　に　つ　い　て

政務活動費とは
　地方自治法や「墨田区議会政務活動費の交付に関する条例」に基づき、
議員の調査研究その他の活動に必要な経費の一部として、会派に対して、
交付しています。
［交付額］　月額140,000円 × 会派所属議員数 × 月数

支出できない主な使途
・政党活動、選挙活動、後援会活動に伴う経費
・私的経費（慶弔餞別、冠婚葬祭、宗教活動、その他私用用務等）
・ 飲食や懇親を主たる目的としたもの（新年会、賀詞交歓会、懇親会、
周年行事等）

収支報告書等の提出について
　政務活動費の交付を受けた会派は、収入及び支出に関する収支報告書
を作成し、提出しなければなりません。収支報告書には、金額に区別な
く、全ての支出に関する領収書等の証拠書類の原本を添付する必要があ
ります。

収支報告書等の公表について
　収支報告書等の公表については、墨田区議会図書室（墨田区役所15階）
で過去5年分の収支報告書及び領収書等の証拠書類の写しを閲覧すること
ができます。また、墨田区議会ホームページで、過去5年分の収支報告書
及び過去3年分の領収書等の証拠書類の写しを公表しています。

令和元年5月～令和2年3月分の会派別収支状況 単位：円

会派名
経費項目

墨田区議会
自由民主党

墨田区議会
公明党

日本共産党
墨田区議会議員団

立憲民主党
墨田区議団

地域連合
「すみだの絆」

墨田区議会
立憲民主党

墨田
オンブズマン 新しいすみだ 無所属 令和すみだ 都民ファーストの会

墨田区議団
立憲政策
フォーラム

12人 7人 5人 2人※1 1人 1人※2 1人 1人 1人 1人 1人※3 1人※4

収入 交付額（A） 18,480,000 10,780,000 7,700,000 1,120,000 1,540,000 2,380,000 1,540,000 1,540,000 1,540,000 1,540,000 980,000 140,000

支出

調査研究費 1,393,946 362,171 667,500 114,916 81,796 191,947 115,756 76,030 30,000 198,000 2,724 0
研修費 701,786 594,014 235,900 30,000 187,310 9,000 0 0 0 5,188 10,160 0
会議費 0 0 0 0 20,000 14,490 0 0 0 0 0 0
資料作成費 648,440 0 30,000 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料購入費 724,723 935,834 209,392 34,726 20,760 59,168 8,000 13,649 7,548 96,605 22,260 0
広報広聴費 6,974,703 2,460,233 3,874,249 303,783 154,899 421,924 945,725 1,049,905 601,525 712,800 314,167 0
要請・陳情活動費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事務費 4,193,670 4,057,025 2,364,963 544,733 747,631 1,607,915 643,119 400,665 22,270 475,542 346,261 0
人件費 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
支出計（B） 14,637,268 8,409,277 7,382,004 1,028,158 1,212,396 2,304,444 1,712,600 1,540,249 661,343 1,488,135 695,572 0

預金利息の支出充当（C） △ 12 △ 34 △ 20 0 △ 5 △ 8 0 △ 12 △ 7 △ 5 △ 2 0
残余が生じた額（A-（B+C）） 3,842,744 2,370,757 318,016 91,842 327,609 75,564 0 0 878,664 51,870 284,430 140,000
※1　「立憲民主党墨田区議団」は、令和元年11月に会派結成しました。 ※2　「墨田区議会立憲民主党」の会派人数は、令和元年5月～10月は2人、令和元年11月～令和2年3月は1人です。
※3　「都民ファーストの会墨田区議団」は、令和元年11月に解散しました。 ※4　「立憲政策フォーラム」は、令和元年10月に会派結成し、同年11月に解散しました。

支出項目の説明
調 査 研 究 費 会派が行う区の事務及び地方行財政に関する調査研究並びに調査委託に要する経費

研 修 費 会派が行う研修会、講演会、研究会等の実施に必要な経費並びに他の団体が開催する研修会、
講演会、研究会等への所属議員及び会派の調査研究を補助する職員の参加に要する経費

会 議 費 会派が行う各種会議、団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派としての参加
に要する経費

資 料 作 成 費 会派が行う活動のために必要な資料の作成に要する経費

資 料 購 入 費 会派が行う活動のために必要な資料の購入に要する経費

広 報 広 聴 費 会派が行う会派の調査研究活動及び議会活動、区の政策等の区民への周知並びに区
民の意見、要望等の聴取及び区民相談等の活動に要する経費

要請・陳情活動費 会派が行う要請及び陳情活動に要する経費

事 務 費 会派が行う活動に係る事務遂行に要する経費

人 件 費 会派が行う活動の補助を目的として雇用する者に係る経費

（注） 平成31年4月に選挙があり、令和元年5月から新しい区議会が構成されたため、令和元年5月分以降を掲載しています。 
平成31年4月分は区議会ホームページをご覧ください。



人が輝く いきいき すみだすみだ区議会だより　2020年（令和2年）11月5日 （4）

一
　
　
　
般
　
　
　
質
　
　
　
問

本
所
吾
妻
橋
駅
周
辺
に
設
置
さ
れ
た
自

転
車
駐
車
場
に
つ
い
て

水
害
時
避
難
場
所
開
設
マ
ニ
ュ
ア
ル（
開

設
手
順
書
）
に
つ
い
て

区
内
中
小
企
業
に
区
独
自
の
支
援
策
を

検
討
す
べ
き

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
に
お
け
る
飲
食
店
へ
の

支
援
策
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
接
触
確
認
ア
プ

リ
の
導
入
対
策
を
伺
う

来
年
度
の
予
算
編
成
に
つ
い
て

墨
田
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

大
　
瀬
　
康
　
介

問

本
所
吾
妻
橋
駅
の
近
く
の
都
が
保
有

す
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
墨
田
の
跡
地
は
、

20
年
近
く
活
用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
を
歩

道
上
に
代
わ
る
自
転
車
駐
車
場
と
す
る
た
め

に
都
と
交
渉
し
、
譲
渡
又
は
貸
付
を
受
け
る

こ
と
は
比
較
的
容
易
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

ま
た
、
こ
こ
に
移
設
で
き
れ
ば
、
空
い
た
空

間
に
路
上
カ
フ
ェ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
歩

い
て
楽
し
い
ま
ち
が
創
出
さ
れ
る
。
公
共
空

間
が
貴
重
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
に
つ
な
が
る
こ

と
に
つ
い
て
区
長
は
ど
う
考
え
、
本
所
吾
妻

橋
商
店
会
で
は
何
が
で
き
る
の
か
伺
う
。

答

旧
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
墨
田
跡
地
は
、
こ

れ
ま
で
も
福
祉
施
設
の
設
置
に
向
け
、

都
と
調
整
を
行
っ
て
き
た
が
実
現
し
て
い
な
い
。

ご
指
摘
の
点
も
含
め
、
活
用
の
可
能
性
を
検

討
し
て
い
く
。
公
共
空
間
の
有
効
活
用
に
よ

り
地
域
が
活
性
化
し
、
ま
ち
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
が
高
ま
る
と
考
え
る
が
、
安
全
確
保
も
図

る
必
要
が
あ
る
。
本
所
吾
妻
橋
商
店
会
か
ら

は
、
歩
道
上
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
が
示
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
安
全
な
通
行
区
間
の

確
保
の
ほ
か
、
都
や
警
察
署
の
許
可
を
得
る

こ
と
で
、
実
施
が
可
能
に
な
る
と
考
え
る
。

問

自
販
機
設
置
申
請
時
、
空
き
缶
等
の

回
収
箱
の
設
置
を
義
務
付
け
て
い
る

が
、
未
設
置
の
場
合
は
罰
則
を
科
す
な
ど
、

行
政
指
導
を
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

答

設
置
義
務
違
反
者
に
対
し
行
政
指
導

を
し
て
お
り
、
社
名
の
公
表
も
可
能

で
あ
る
。
条
例
に
基
づ
き
回
収
箱
設
置
の
徹

底
を
図
り
、
適
正
な
運
用
に
努
め
て
い
く
。

問

憲
法
第
19
条
に
は
思
想
及
び
良
心
の

自
由
と
あ
る
が
、
公
立
学
校
で
は
、

児
童
・
生
徒
に
対
し
て
マ
ス
ク
の
着
用
を
強

制
で
き
る
の
か
見
解
を
伺
う
。

答
「
思
想
・
良
心
の
自
由
」
の
捉
え
方

に
よ
る
が
、
直
ち
に
憲
法
に
は
抵
触

し
な
い
と
考
え
る
。
今
後
と
も
学
校
と
家
庭

が
連
携
し
て
感
染
予
防
を
徹
底
し
て
い
く
。

問

①
水
害
時
避
難
場
所
の
開
設
に
当
た

る
町
会
・
自
治
会
参
集
者
に
は
高
齢

の
方
が
多
い
。
そ
の
ま
ま
避
難
所
に
留
ま
る

と
な
る
と
、
体
調
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
が
、
区
の
考
え
は
。
②
水
害
時

避
難
場
所
の
受
付
で
記
入
す
る
避
難
収
容
世

帯
票
は
、
本
人
又
は
世
帯
主
が
記
入
す
る
も

の
な
の
か
、
区
職
員
が
記
入
す
る
も
の
な
の

か
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
連
れ
の
場
合
の
記
入
欄

も
設
け
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答

①
町
会
・
自
治
会
役
員
に
は
高
齢
の

方
も
多
い
た
め
、
参
集
に
当
た
っ
て

は
体
調
管
理
に
留
意
し
、
一
定
の
段
階
で
帰

宅
し
て
い
た
だ
く
な
ど
の
調
整
を
図
る
。
②

世
帯
の
代
表
者
に
簡
易
な
世
帯
票
を
記
載
し

て
も
ら
う
予
定
で
あ
る
。
こ
の
情
報
は
後
日

の
記
録
や
都
な
ど
へ
の
報
告
の
た
め
の
必
要

最
小
限
な
も
の
な
の
で
、
現
時
点
で
は
、
ペ

ッ
ト
の
記
載
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
震

災
時
に
は
、
飼
い
主
に
ペ
ッ
ト
飼
育
届
票
の

提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

問

墨
田
区
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域

ニ
ー
ズ
調
査
で
は
、
救
急
医
療
情
報

キ
ッ
ト
に
つ
い
て
半
数
以
上
が
「
知
ら
な

い
」
と
回
答
し
て
い
る
。
命
に
係
わ
る
問
題

な
の
で
、
早
急
に
対
策
を
考
え
る
べ
き
。

答

今
年
度
、
新
た
な
チ
ラ
シ
を
作
成
す

る
予
定
で
あ
り
、
高
齢
者
み
ま
も
り

相
談
室
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
か
ら
の
周
知

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
民
生
・
児
童
委

員
等
に
も
協
力
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問

登
下
校
中
の
児
童
・
生
徒
は
学
校
の

管
理
下
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
下
校

途
中
、
自
宅
に
戻
ら
ず
、
塾
な
ど
に
直
行
す

る
こ
と
に
つ
い
て
見
解
を
伺
う
。

答

下
校
途
中
に
塾
な
ど
に
直
行
す
る
場

合
は
「
通
常
の
経
路
及
び
方
法
」
に

該
当
せ
ず
、
学
校
の
管
理
下
と
は
な
ら
な
い
。

安
全
確
保
の
観
点
か
ら
、
一
度
自
宅
に
戻
っ

て
か
ら
行
く
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
、
区
内
中
小

企
業
の
経
営
は
深
刻
な
状
況
に
あ

る
。
こ
の
影
響
は
長
期
化
が
予
想
さ
れ
、
今

後
は
、
健
康
と
経
済
活
動
を
両
立
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
本
区
で
は
、
3
月

か
ら
緊
急
支
援
事
業
を
開
始
し
、
人
員
体
制

を
強
化
し
て
対
応
に
当
た
っ
た
。
そ
の
間
も
、

現
状
把
握
の
た
め
、
区
内
中
小
企
業
の
調
査

等
を
行
っ
て
き
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
し

か
し
、
多
く
の
区
内
中
小
企
業
は
、
い
ま
だ

不
安
を
抱
え
て
お
り
、
国
等
で
事
業
継
続
の

た
め
の
給
付
金
支
給
な
ど
、
様
々
な
支
援
策

が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
対
応
は
不
十

分
で
あ
る
。
区
と
し
て
独
自
の
対
応
を
検
討

す
る
と
と
も
に
、
区
長
が
先
頭
に
立
ち
、
明

確
な
方
向
性
を
示
す
べ
き
。

答

3
月
か
ら
始
め
た
融
資
の
状
況
は
、

4
月
を
ピ
ー
ク
に
現
在
は
落
ち
着
い

て
お
り
、
資
金
繰
り
へ
の
需
要
は
一
巡
し
て

い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
今
回
の
調
査
結
果
か

ら
は
、
こ
の
状
態
が
続
く
と
「
経
営
が
危
ぶ

ま
れ
る
」
と
考
え
て
い
る
時
期
は
、
夏
頃
と

し
て
い
る
事
業
者
が
多
く
あ
っ
た
一
方
、
こ

の
危
機
を
打
開
す
る
た
め
に
は
、
業
態
転
換

な
ど
を
模
索
し
、
新
し
い
事
業
を
構
築
し
て

事
業
継
続
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
い
う

回
答
も
あ
っ
た
。
国
等
の
支
援
内
容
を
事
業

者
が
十
分
に
活
用
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

つ
つ
、
区
と
し
て
、
経
済
活
動
が
再
び
活
性

化
す
る
際
に
、
機
を
逸
す
る
こ
と
な
く
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
新
た
な
支
援
策
を
講
じ

て
い
く
。

問

高
規
格
堤
防
に
つ
い
て
、
基
本
計
画

で
は
、
改
善
を
図
る
よ
う
国
等
に
働

き
か
け
る
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
働
き
か

け
を
行
っ
た
の
か
。

答

こ
れ
ま
で
も
本
区
を
含
む
荒
川
沿
川

7
区
で
国
に
働
き
か
け
て
き
た
。
8

月
に
は
、
国
土
交
通
大
臣
等
に
対
す
る
要
望

書
の
中
で
も
着
実
な
推
進
を
要
請
し
た
。

問

飲
食
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
飲
食
店
の

現
状
を
考
え
る
と
、
現
在
あ
る
支
援
策
は
十

分
で
は
な
い
。
区
の
負
担
で
半
額
の
割
引
ク

ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
な
ど
、
大
胆
か
つ
大
規

模
な
支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
国

土
交
通
省
は
本
年
6
月
に
飲
食
店
等
が
道
路

や
歩
道
の
使
用
制
限
を
緩
和
す
る
通
知
を
出

し
て
い
る
。
こ
の
規
制
緩
和
は
11
月
30
日
ま

で
だ
が
、
本
区
で
も
実
現
し
て
も
ら
い
た
い
。

区
は
、
飲
食
店
の
テ
ラ
ス
席
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
検
討
を
行
い
、
こ
の
規
制
緩
和
を

活
用
し
て
飲
食
店
を
支
援
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

感
染
拡
大
が
最
も
懸
念
さ
れ
た
4
月

か
ら
、
飲
食
店
の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
と

デ
リ
バ
リ
ー
を
支
援
す
る
事
業
を
墨
田
区
商

店
街
連
合
会
と
連
携
し
て
実
施
し
た
結
果
、

2
0
0
店
舗
以
上
が
参
加
し
、
ほ
と
ん
ど
の

店
舗
が
支
援
事
業
終
了
後
も
独
自
に
事
業
を

継
続
し
て
い
る
。
そ
の
後
、「
新
し
い
生
活

様
式
に
対
応
し
た
商
店
街
支
援
事
業
」
と

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
促
進
・
ポ
イ
ン
ト

還
元
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
経

営
環
境
強
化
の
取
組
な
ど
を
支
援
し
て
い
く
。

テ
ラ
ス
営
業
に
つ
い
て
は
、
希
望
す
る
事
業

者
を
区
が
支
援
し
た
結
果
、
営
業
可
能
と
な

っ
た
事
例
も
あ
る
。
感
染
拡
大
防
止
に
寄
与

す
る
だ
け
で
な
く
、
に
ぎ
わ
い
創
出
に
も
効

果
が
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
関
係
部
署
が
連

携
し
、
様
々
な
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
。

問

保
育
園
と
保
護
者
の
連
絡
用
ス
マ
ホ

ア
プ
リ
に
つ
い
て
、
区
内
の
保
育
園

で
の
使
用
実
態
は
。
ま
た
、
区
内
の
保
育
園

で
使
用
し
て
は
ど
う
か
。

答

保
護
者
と
の
連
絡
に
ア
プ
リ
を
使
用

し
て
い
る
私
立
保
育
園
は
あ
る
。
公

立
保
育
園
に
つ
い
て
は
、
通
信
環
境
整
備
の

課
題
も
あ
り
、
費
用
対
効
果
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
確
保
な
ど
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

問

区
長
は
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

接
触
確
認
ア
プ
リ
」
を
既
に
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
た
か
。
ま
た
、
区
の
職
員
は
ど
う

か
。
こ
の
ア
プ
リ
は
利
用
者
が
多
い
ほ
ど
効

果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
少
し
で
も
多
く
の

区
民
に
呼
び
掛
け
を
行
う
べ
き
で
あ
り
、
区

は
今
後
ど
の
よ
う
に
周
知
を
図
る
の
か
。
特

に
高
齢
者
へ
の
周
知
徹
底
を
真
剣
に
考
え
る

な
ら
、
専
任
者
を
付
け
た
り
、
地
域
で
の
講

習
会
等
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。
高
齢
者

に
は
十
分
な
対
策
を
講
ず
る
べ
き
と
思
う
が
、

ど
う
考
え
る
の
か
伺
う
。

答

私
も
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て

い
る
。
職
員
に
つ
い
て
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
利
用
を
勧
奨
し
て
い
る
。
今
後

の
周
知
に
つ
い
て
は
、
既
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
周
知
済
だ
が
、
高
齢
者
に
対
し
て
、

様
々
な
機
会
を
利
用
し
普
及
に
努
め
る
。
講

習
会
は
3
密
が
避
け
ら
れ
な
い
た
め
、
現
在

予
定
し
て
い
な
い
。
専
任
者
を
置
く
考
え
は

な
い
が
、
相
談
や
問
い
合
わ
せ
が
あ
れ
ば
丁

寧
に
説
明
し
て
い
く
。

問

①
10
月
か
ら
区
独
自
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
・
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
が

始
ま
る
が
、
今
後
、
区
内
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。
②
こ
の

事
業
の
ア
プ
リ
の
利
用
に
は
少
し
複
雑
な
作

業
が
必
要
だ
が
、
事
業
開
始
ま
で
の
短
い
期

間
に
高
齢
者
で
も
使
え
る
よ
う
に
す
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
行
う
の
か
伺
う
。

答

①
区
内
で
最
も
普
及
し
て
い
る
決
済

事
業
者
と
連
携
し
、
当
面
は
Q
R
コ

ー
ド
読
取
式
決
済
の
普
及
を
進
め
、
個
店
が

効
果
を
実
感
し
、
多
様
な
決
済
手
段
に
対
応

す
る
こ
と
で
売
上
向
上
に
結
び
付
け
て
も
ら

い
た
い
。
②
区
役
所
で
相
談
会
等
を
実
施
す

る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
も
今
後
の
新
し

い
生
活
様
式
に
対
応
す
る
上
で
必
要
に
な
る

と
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
高
齢
者
も

積
極
的
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。

問

都
区
財
政
調
整
交
付
金
に
つ
い
て
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、
そ
の

年
度
末
の
再
調
整
に
よ
っ
て
大
き
な
減
額
と

な
り
、
本
区
の
予
算
面
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
た
が
、
こ
う
し
た
財
政
調
整
交
付
金
の

先
行
き
の
不
透
明
さ
に
よ
る
来
年
度
の
予
算

編
成
へ
の
影
響
が
心
配
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
る
補
正
予
算
が
増
え
る
中
、

来
年
度
の
予
算
総
額
は
増
額
と
な
る
の
か
。

ま
た
、
財
政
調
整
交
付
金
の
不
透
明
さ
や
2

年
後
に
そ
の
影
響
が
顕
著
に
表
れ
る
で
あ
ろ

う
特
別
区
民
税
の
減
収
に
備
え
、
来
年
度
以

降
の
予
算
総
額
は
財
政
の
安
定
化
を
保
つ
た

め
、
緊
縮
し
て
い
く
の
か
。
こ
れ
ら
の
点
を

含
め
、
現
状
に
お
け
る
来
年
度
の
予
算
編
成

に
関
す
る
考
え
を
伺
う
。

答

来
年
度
の
財
政
調
整
交
付
金
を
は
じ

め
、
歳
入
の
見
込
み
が
不
透
明
な
中

で
も
、
区
民
の
命
を
守
る
施
策
や
区
民
生
活
、

経
済
活
動
を
支
え
る
施
策
を
、
時
期
を
逸
す

る
こ
と
な
く
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
予

算
編
成
に
当
た
っ
て
は
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
時
の
影
響
を
勘
案
し
、
一
定
率
の
減
額
を

行
い
な
が
ら
、
既
存
事
業
及
び
不
要
不
急
の

経
費
の
徹
底
し
た
見
直
し
・
再
構
築
等
に
よ

り
、
歳
出
額
の
圧
縮
を
図
る
と
と
も
に
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
や
感
染
症
拡
大
に
よ
り
明
ら

か
に
な
っ
た
区
政
の
リ
ス
ク
、
課
題
へ
の
取

組
等
、
喫
緊
の
行
政
需
要
に
対
し
、
優
先
的

に
財
源
を
振
り
向
け
て
い
く
。

問

区
内
循
環
バ
ス
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。
安
定
し

た
運
営
に
つ
い
て
事
業
者
と
協
議
の
場
を
設

け
、
ま
た
今
後
の
運
営
方
法
の
抜
本
的
な
見

直
し
も
必
要
で
は
な
い
か
。

答

令
和
3
年
度
末
に
協
定
の
期
限
を
迎

え
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の
課
題
等
の

整
理
の
た
め
、
既
に
事
業
者
と
協
議
を
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
中
に
方
向
性
を
示
す
。

立
憲
民
主
党
墨
議
団

渋
田
ち
し
ゅ
う

自
由
民
主
党
・
令
和

藤
　
崎
　
こ
う
き

新
し
い
す
み
だ

井
　
上
　
ノ
エ
ミ

す
み
だ
の
絆

田
　
中
　
　
　
哲

無
所
属

堀
　
　
よ
し
あ
き

映像配信HP


